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写真で振り返る2011「絆写真で振り返る2011「絆」」　３ ３‐５p‐５p

こ う ほ う ふ ら の

【写真】【写真】「「人 人 KENまもる君」と保育所の園児たちKENまもる君」と保育所の園児たち（（１１月２４日あおぞら保１１月２４日あおぞら保
じじんん

育所）育所）。。５人の人権擁護委員が、人形劇を通して「人を思いやる心５人の人権擁護委員が、人形劇を通して「人を思いやる心」」

の大切さを伝えるなど、地道な活動を続けていますの大切さを伝えるなど、地道な活動を続けています。。



年頭のごあいさつ
　　　　富良野市長  能登　芳昭

平

成
　

年

２４

康
診
査
で
は
、
新
年
度
、
受
診
率
目
標
　
％
６５

に
対
し
、
現
状
　
％
程
度
と
極
め
て
低
く
、

４０

市
民
の
健
康
促
進
、
医
療
費
の
削
減
と
保
険

料
抑
制
に
向
け
全
市
的
な
取
り
組
み
が
必
要

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
小
中
学
校
で
、

個
性
あ
る
活
動
が
実
践
さ
れ
、「
優
れ
た
地
域

に
よ
る
学
校
支
援
活
動
」
と
し
て
富
良
野
小

学
校
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。
ま
た
、
小
中
学
生
リ
フ
ト
・
ゴ
ン
ド
ラ

無
料
化
や
、
ス
キ
ー
授
業
へ
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
派
遣
な
ど
ス
キ
ー
振
興
を
図
る
と
と

も
に
、
東
中
学
校
校
舎
の
耐
震
改
修
及
び
屋

内
運
動
場
の
改
築
、
緑
町
児
童
館
の
移
転
改

築
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
の
情
報
化
で
は
、
テ
レ
ビ

北
海
道
（
Ｔ
Ｖ
ｈ
）
の
秋
の
開
局
、
市
街
地

東
側
地
区
で
の
光
回
線
通
信
網
の
供
用
開
始

が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
新
年
を
迎
え
ま
し
て
、
地
域
主
権
改
革
が

謳
わ
れ
る
中
、
多
様
な
地
域
課
題
の
解
決
と

創
造
に
向
け
、
市
民
や
企
業
、
事
業
所
、
関

係
団
体
と
の
協
働
に
よ
り
、
総
合
計
画
の

テ
ー
マ
「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
、
そ
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
」

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
春
を
穏
や
か
に
迎
え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
３
月
　
日
に

１１

発
生
し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
未
曾
有

の
大
津
波
が
多
く
の
ま
ち
を
襲
い
、
原
発
事

故
は
復
旧
を
阻
み
、
豊
か
さ
を
支
え
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
の
大

切
さ
を
再
考
さ
せ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
の
台
風
　
号
に
伴
う
豪
雨
で

１２

は
、
市
内
の
一
部
地
域
に
本
市
初
の
避
難
勧

告
を
発
令
、
行
政
と
地
域
が
連
携
し
た
防
災

対
策
の
拡
充
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
低
迷
の
続
く
国
内
経
済
は
、
震
災

の
影
響
を
受
け
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
本
市

で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

ふ
ら
の
市
内
共
通
商
品
券
の
発
行
支
援
や
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
助
成
な
ど
の
実
施
と

と
も
に
、
富
良
野
小
学
校
屋
内
運
動
場
の
改

築
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
化
、
火
葬

場
な
ど
の
公
共
施
設
の
維
持
補
修
、
道
路
橋

梁
整
備
な
ど
の
公
共
事
業
の
実
施
に
よ
り
、

公
共
基
盤
の
整
備
と
市
内
の
経
済
活
性
化
、

地
域
雇
用
の
維
持
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
で
は
、
台
風
　
号
１２

な
ど
の
大
雨
に
よ
り
農
作
物
に
多
大
な
被
害

を
受
け
る
一
方
、
国
の
農
業
政
策
で
は
、
戸

別
所
得
補
償
制
度
の
本
格
実
施
や
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
参
加
に
向
け
て
の
関
係
国
協
議
が
開
始

さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
よ
り
強
い
富
良
野
農

業
の
確
立
と
、
人
材
育
成
の
必
要
性
を
再
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

　
観
光
で
は
、
震
災
に
よ
り
海
外
か
ら
の
観

光
客
が
大
幅
に
減
少
す
る
中
で
、「
北
の
国
か

ら
」
放
映
　
周
年
、
富
良
野
ス
キ
ー
場
開
設

３０

　
年
を
迎
え
、
富
良
野
の
魅
力
発
信
な
ど
さ

５０ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
に
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
海

外
観
光
客
誘
致
に
向
け
、
香
港
、
台
湾
、
中

国
で
海
外
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実

施
し
て
き
て
お
り
、
２
月
に
は
北
海
道
ス

ノ
ー
ト
ラ
ベ
ル
エ
キ
ス
ポ
２
０
１
２
i
n
富

良
野
が
開
催
さ
れ
、
富
良
野
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
と
し
て
Ｐ
Ｒ
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
活
性
化
で
は
、
観
光
滞
留
拠

点
施
設
で
あ
る
フ
ラ
ノ
・
マ
ル
シ
ェ
の
来
場

者
が
昨
年
９
月
に
１
０
０
万
人
を
超
え
、
今

後
、
ネ
ー
ブ
ル
タ
ウ
ン
構
想
の
推
進
に
よ
り
、

一
層
の
地
域
の
活
性
化
と
賑
わ
い
の
創
出
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。　
　

　
住
環
境
整
備
で
は
、
公
営
住
宅
ユ
ー
フ
レ

団
地
の
建
設
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
今
年

は
富
良
野
市
住
生
活
基
本
計
画
の
策
定
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
懸
案
で
あ
っ
た
地
籍
調
査

は
、
東
山
地
域
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　
地
域
医
療
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
セ
ン

タ
ー
病
院
で
あ
る
富
良
野
協
会
病
院
で
、
昨

年
　
月
よ
り
念
願
で
あ
り
ま
し
た
産
婦
人
科

１０
固
定
医
が
２
人
体
制
に
充
実
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
特
定
健

２２００１１２２
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絆
写真で振り返る

2011
　
昨
年
は
、
３
月
　
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

１１

へ
の
復
興
支
援
や
、
家
族
愛
を
テ
ー
マ
と
し
た
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
「
北
の
国
か
ら
」の
放
映
　
周
年
記
念
事
業
、

３０

大
雨
の
中
で
も
笑
顔
が
溢
れ
た
親
と
子
の
絆
が
テ
ー

マ
の
「
北
海
へ
そ
祭
り
」
な
ど
、
い
つ
も
以
上
に
人

と
人
と
の
『
絆
』
を
感
じ
る
一
年
だ
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
２
０
１
１
年
を
写
真
で
振

り
返
り
ま
す
。
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笑
顔

支え合い春

夏

３・１１東日本大震災
復興支援に職員や市民有志

▲【３月】陸前高田市に消防車、救援物資を届け、
また、消防職員を派遣し、被災地の復興にあたった

大
雨
で
も
、
絆
深
め

▲【７月】第４３回北海へそ祭り。
かつてない大雨に見舞われたが、
笑顔で祭りを楽しむ参加者たち

▲【６月】１０回目の記念イベン
トとなったふらのクリエイター
ズマーケット。道内外から１００組
の作家が集まり、２日間で8,000
人が来場　 ▲【８月】１４年振り
に開催された東山盆踊り。若者
が中心となり復活

▲【４月】富良野高校では、新入
生が新制服を身にまとい入学式▲

【４月】「ふらの災害支援隊」
など市民有志による被災地支援▲

【４月】フラノ・マルシェが１
周年。９月には来場者数１００万人
を突破

Spring

Summer

2011　furano memories
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秋

冬

▲【９月】北の国から放映３０周年
を記念して「拾ってきた家」に設
置された記念モニュメント▲

【１０月】全道各地から集まった
選手６００人が熱戦を繰り広げた第
４９回北海道障害者スポーツ大会

▲【９月】台風１２号の影響で局地
的な大雨に見舞われ、河川が増水。
一部道路が冠水。北大沼地域など
に本市初の避難勧告を出した

へその絆友好都市西脇と交流
オムカレーが新たな架け橋

▲【１１月】兵庫県姫路市で開催された第６
回Ｂ-１グランプリに富良野オムカレー推
進協議会が出展。兵庫県での開催というこ
とで、イベントに延べ１４人の西脇市職員が
応援にかけつけた　▲【１０月】第６０回全国
へき地教育研究大会北海道大会。写真は山
部中３学年の道徳の授業

家
族
愛

北
の
国
か
ら
放
映
　
周
年

３０

絆　2011　furano memories

▲

【１１月】「ふらのスキー・スノー
ボードフォーラム」を皮切りに
富良野スキー場開設５０年記念事
業がスタート。フォーラムでは、
プロ選手らが富良野の雪山の魅
力を語った

Autumn

Winter



富良野からエールを

震
災
の
爪
あ
と
胸
に
刻
む

　
Ｊ
Ｃ
が
富
良
野
高
校
の
生
徒
連
れ
、
被
災
地
訪
問

　
社
団
法
人
富
良
野
青
年
会
議
所
（
菊
田
和
雄
理
事
長
・
以
下
Ｊ
Ｃ
）
は
、
「
被
災
地

を
自
分
の
目
で
見
て
何
か
感
じ
と
っ
て
ほ
し
い
」
と
、　

月
３
日
、
４
日
に
富
良
野
高

１２

校
の
生
徒
５
人
を
連
れ
、
被
災
地
岩
手
県
大
槌
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。
被
災
現
場
を
見

た
り
、
住
民
と
接
し
た
り
す
る
中
で
、
高
校
生
た
ち
は
何
を
感
じ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

支
え
合
い
生
き
る
人
々
の
姿
に
感
動

　
Ｊ
Ｃ
会
員
が
主
な
メ
ン
バ
ー
と

な
っ
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
ふ
ら
の
災

害
支
援
隊
」。
４
月
と
９
月
の
計
２
回
、

被
災
地
に
出
向
き
、
炊
き
出
し
な
ど
の

被
災
地
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
と
き
に
で
き
た
つ
な
が
り
や
経
験

か
ら
、
今
回
の
企
画
に
至
り
ま
し
た
。

　
被
災
地
で
は
、
役
場
の
職
員
の
案
内

で
津
波
被
害
に
あ
っ
た
場
所
を
見
た

り
、
地
域
住
民
の
話
を
聞
い
た
り
し
た

ほ
か
、
地
元
の
中
学
生
と
の
交
流
や
仮

設
住
宅
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
脚
本
家
の

倉
本
聰
さ
ん
か
ら
、
被
災
者
に
向
け
た

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、今
回
、

訪
問
し
た
大
槌
町
 吉
  里
  吉
  里
 中
学
校

き
 

り
 

き
 

り

の
生
徒
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
　
月
　
日
に
は
、
被
災
地
に
行
っ
た

１２

１１

５
人
の
生
徒
が
、
富
良
野
高
校
で
、
集

ま
っ
た
Ｊ
Ｃ
会
員
を
前
に
参
加
報
告

岩手県大槌町の中学生から、震災当時とこれまでの話を聞く富良野高校の生徒

を
し
ま
し
た
。
生
徒
会
長
の
堀
紘
子
さ

ん
（
２
年
生
）
は
、「
仮
設
住
宅
に
住

む
人
た
ち
が
支
え
合
っ
て
生
き
て
い

る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
」
と
話
し
、

吉
尾
佑
太
さ
ん
（
２
年
生
）
は
、「
百

聞
は
一
見
に
し
か
ず
。
震
災
の
怖
さ
を

直
に
感
じ
ま
し
た
」、
高
橋
舞
さ
ん
（
２

年
生
）
は
、「
中
高
生
は
炊
き
出
し
、

子
ど
も
は
泣
か
ず
に
が
ん
ば
っ
て
い

た
。
自
分
が
ど
れ
だ
け
甘
い
生
活
を
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
」
と

涙
な
が
ら
に
話
し
、
笹
田
有
紗
さ
ん

（
２
年
生
）
は
、「
被
災
者
が
明
る
く
元

気
に
生
き
る
姿
を
見
て
、
刺
激
に
な
り

ま
し
た
」、
新
聞
局
に
所
属
の
松
本
蒼

志
さ
ん
（
１
年
生
）
は
、「
見
て
、
聞

い
て
感
じ
た
こ
と
を
文
字
を
通
し
て

伝
え
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
今
回
、
同
行
し
た
Ｊ
Ｃ
の

佐
々
木
雅
人
さ
ん
（
地
域
の
宝
育
成
委

員
会
委
員
長
）
は
、「
被
災
地
を
一
緒

に
回
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
感
じ

と
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
自

分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
考
え
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
次
代
を
担
う
若
者

た
ち
に
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

案内してくれた役場の職員と記念撮影

高校生の視線には…

▲打ち上げられた船　▲被災地の様子（松本蒼志さん撮影）

訪問した 吉  里  吉  里 中学校の
き り き り

生徒に倉本聰さんからの応
援メッセージを手渡した
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瑞宝単光章受章　　

消防吏員として、昭和４４年の拝命から定年

退職までの３８年にわたり、火災、災害活動

に手腕を発揮するとともに、予防行政などに尽

力。その功績が認められ受章されました。

市

根岸 祥一さん 

（６４歳）

総務大臣表彰　　　

良野市公平委員会委員として、平成１０年９

月から１３年間在職。その功績が認められ受

賞されました。

富

東所 榮子さん 

（７１歳）

総務大臣表彰　　　

和４０年、国勢調査の調査員に初めて従事し

て以来、過去１０回の調査に従事するなど統

計行政に尽力。その功績が認められ受賞されま

した。

昭

安齋 昭勝さん 

（７１歳）

「
国
道
　
号
線
か
ら
市
役
所
に
入
る

３８

看
板
標
識
が
無
く
不
便
」

　
現
在
、
国
道
　
号
線
に
は
、
市
役
所
の

３８

案
内
看
板
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
、
国
道
を
管
理
す
る
旭
川
開
発
建
設

部
が
新
た
に
道
路
標
識
を
設
置
す
る
際
に
、

市
役
所
の
案
内
看
板
を
補
助
標
識
と
し
て

添
架
に
よ
る
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

鰹問 
都
市
施
設
課
　
　
拶
３
９
‐
２
３
１
３

市
民

声声
の

＊市民の声＊

随時受け付けています

　市に対する意見や提言を、郵送、ＦＡＸ、Ｅメー

ル、意見箱（市役所ロビー、文化会館ロビー、保

健センター１階窓口、山部・東山支所設置）で受

け付けていますので、みなさんの意見をお気軽に

お寄せください。

提出先　企画振興課広聴広報係（弥生町１番１号）

拶３９‐２３０４　思２３‐２１２１

死kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp

旭日双光章受章　　

議会議員として副議長などを歴任、５期２０

年にわたり地方議会の発展向上、地方自治

の確立に尽力。また、行政委員など多くの職責

を全うされた功績が認められ受章されました。

市

山内 喜一郎さん 

（８１歳）
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ル など 地 域 活 動 を 紹 介

　
　
月
　
日
、
文
化
会
館
で
「
リ
ラ
ッ

１１

２８

ク
ス
ヨ
ガ
初
心
者
講
座
」
が
行
わ
れ
、

遮
光
さ
れ
た
会
場
に
癒
し
の
メ
ロ

デ
ィ
が
流
れ
、
主
婦
や
子
育
て
マ
マ

ら
　
人
が
「
大
き
く
吸
っ
て
ー
…
リ

５０
ラ
ッ
ク
ス
ー
…
」
の
か
け
声
に
合
わ

せ
ヨ
ガ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
主
催
は
、
仲
良
し
子
育
て
マ
マ
グ

ル
ー
プ
「
子
育
て
マ
マ
っ
子
・
ば
な

な
く
ら
ぶ
（
齋
藤
美
和
代
表
）」。
こ

の
講
座
は
、
教
育
委
員
会
主
催
の
市

民
が
自
ら
企
画
・
実
践
す
る
「
自
主

企
画
講
座
」
の
一
つ
。
２
カ
月
間
に

渡
り
５
回
行
わ
れ
た
講
座
は
、
子
育

て
マ
マ
も
気
軽
に
参
加
が
で
き
る
よ

う
に
託
児
を
設
け
、
定
員
を
大
き
く

上
回
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
美
瑛
を

拠
点
に
活
動
す
る
講
師
の
武
田
ミ
カ

さ
ん
は
、「
マ
マ
が
元
気
に
な
る
と
家

族
が
元
気
に
な
る
。
ま
ず
自
分
が
元

気
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
１
歳
の
子
ど
も
を
連
れ
て
参
加
し

た
齋
藤
代
表
は
、「
人
の
助
け
が
な
い

と
子
育
て
は
と
て
も
大
変
で
す
。
子

育
て
マ
マ
た
ち
の
心
と
体
を
元
気
に

し
よ
う
と
、
市
が
行
っ
て
い
る
『
ひ

よ
っ
こ
サ
ロ
ン
』
な
ど
で
知
り
合
っ

た
『
マ
マ
友
』
５
人
で
企
画
し
ま
し

た
」
と
自
ら
の
経
験
か
ら
、
今
回
の

▲美瑛を拠点に活動する講師の武田ミカさんから指導を受ける参加者。子育てママを中心に５０人が参加。

banana club

  子育てママっ子．ばななくらぶ

大
人
気
！
子
育
て
マ
マ
の
自
主
企
画

大
人
気
！
子
育
て
マ
マ
の
自
主
企
画
。。

ヨ
ガ
で
心
も
体
も
元
気

ヨ
ガ
で
心
も
体
も
元
気
にに

　
　
月
　
日
、
今
年

１２

１４

２
回
目
の
東
山
サ
ロ

ン
が
開
か
れ
、
地
域

の
お
年
寄
り
　
人
が

２８

東
山
保
育
所
の
子
ど

も
た
ち
の
お
遊
戯
や
、

Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
青
年
部

東
山
支
部
（
大
野
寛

之

代

表
）
の

メ

ン

バ
ー
が
打
っ
た
そ
ば
を
楽
し
み
ま
し

た
。
サ
ロ
ン
は
、
お
年
寄
り
の
顔
合

わ
せ
の
場
と
し
て
、　

月
か
ら
３
月

１１

ま
で
の
冬
期
間
、
月
に
一
度
開
催
さ

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
で
お
年
寄
り

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
今
回
参
加

し
た
小
向
礼
子
さ
ん
は
、「
お
い
し

か
っ
た
ぁ
。
若
い
人
た
ち
の
顔
も
見

れ
て
い
い
ね
」
と
満
足
し
た
様
子
。

　
主
催
の
東
山
地
域
福
祉
活
動
連
絡

会
（
天
内
繁
会
長
）
は
、
平
成
７
年

に
東
山
地
域
連
絡
協
議
会
や
当
時
の

社
会
福
祉
協
議
会
東
山
支
部
、
東
山

地
区
農
業
協
同
組
合
、
東
山
民
生
児

童
委
員
会
の
４
つ
の
組
織
が
連
携
し
、

地
域
福
祉
を
支
え
る
こ
と
を
目
的
に

誕
生
し
ま
し
た
。
活
動
は
、
除
雪
ヘ

▲自分たちで栽培したそばで、そば打ちを実演するＪＡふらの
青年部東山支部のメンバー▼昼食会の様子

higashiyamachiiki fukushikatsudou renrakukai

  東 山 地 域 福 祉 活 動 連 絡 会   

東山の福祉活動担い１７東山の福祉活動担い１７年年
「いつまでも住んでもら「いつまでも住んでもらいい
たいたい」」

88FuranFuranoo
2012.2012.１１
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良野に

移る
富 富良野に魅せられて謙

　「
不
安
は
な
か
っ
た
で
す
。
富

良
野
に
住
む
の
が
楽
し
み
で
し

た
」
と
笑
顔
で
話
す
篠
田
咲
子

さ
ん
は
長
野
県
白
馬
村
出
身
。

　
現
在
、
美
瑛
出
身
の
ご
主
人

と
ア
ウ
ト
ド
ア
会
社
「
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ラ
ブ
」

を
運
営
し
て
お
り
、
篠
田
さ
ん

も
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
実
際
に

現
場
に
出
て
ガ
イ
ド
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
篠
田
さ
ん
は
ガ
イ
ド
歴
　
年
１０

以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
ガ
イ
ド
。
地

元
長
野
の
短
大
を
卒
業
し
て
す

ぐ
に
地
元
の
ア
ウ
ト
ド
ア
会
社

に
就
職
し
ま
し
た
。
篠
田
さ
ん

は
、「
自
分
が
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

自
分
が
楽
し
く
な
い
と
相
手
も

楽
し
ん
で
く
れ
ま
せ
ん
か
ら
。

あ
と
は
自
分
の
世
界
に
ど
う
引

き
込
む
か
だ
と
思
い
ま
す
。
常

に
変
化
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
は
飽

き
な
い
で
す
よ
」
と
ガ
イ
ド
の

魅
力
を
語
り
ま
す
。

　
富
良
野
に
移
り
住
ん
だ
の
は

3
年
前
。
そ
の
１
年
前
に
同
じ

ア
ウ
ト
ド
ア
会
社
で
働
い
て
い

た
ご
主
人
と
結
婚
。
そ
れ
を
機

に
独
立
し
よ
う
と
、
自
分
た
ち

に
あ
っ
た
地
域
を
探
し
始
め
ま

す
。
そ
し
て
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
る
場
所
と
し
て
選
ん
だ
の
が

富
良
野
で
し
た
。
篠
田
さ
ん
は
、

「『
自
分
た
ち
の
納
得
の
い
く
川
』

を
探
し
て
い
ま
し
た
。
候
補
は
い

く
つ
か
あ
り
ま
し
た
が
、
ガ
イ
ド

づ
て
に
富
良
野
へ
の
誘
い
が
あ
っ

た
の
と
、
ま
た
、
主
人
の
良
く
知

る
富
良
野
に
決
め
ま
し
た
」
と
移

住
し
た
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

篠
田
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
初
め
て

の
富
良
野
生
活
で
し
た
が
、「
ち
ょ

う
ど
い
い
大
き
さ
の
ま
ち
だ
と
思

い
ま
す
。
自
然
は
す
ぐ
そ
こ
だ
し
、

病
院
も
ス
ー
パ
ー
も
あ
る
。
生
活

す
る
上
で
十
分
な
も
の
が
揃
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
」
と
満
足
の
様

子
。
　
富
良
野
に
来
て
か
ら
昨
年
ま
で

の
２
年
間
は
、
市
で
行
っ
て
い
た

新
た
な
観
光
資
源
を
開
発
・
発
掘

す
る
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

「
こ
の
仕
事
で
い
ろ
い
ろ
な
人
と

の
つ
な
が
り
が
で
き
た
し
、
富
良

野
の
魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

北の峰さくら子ども会のクリスマ
スパーティーで牛乳パック灯ろう
のつくり方を指導する篠田さん

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
通
じ
、
富
良
野
を
盛
り
上
げ
た
い

し
た
」
と
篠
田
さ
ん
。
当
時
、企
画
・

運
営
を
行
っ
た
山
道
を
走
る
「
富

良
野
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
」
は
、
現
在
、

ご
主
人
が
実
行
委
員
長
、
篠
田
さ

ん
が
事
務
局
を
担
い
、
事
業
を
継

続
。
富
良
野
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ス

ポ
ー
ツ
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
会
の
行
事
な
ど
に

出
向
き
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
な

ど
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
自
然

と
親
し
む
心
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　
篠
田
さ
ん
は
、「
地
域
に
密
着
し

た
活
動
を
続
け
、
富
良
野
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
抱

負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

篠田  咲子 さん

アウトドアガイド 扇 町

Ｓ Ｉ Ｎ Ｏ Ｄ Ａ　 Ｓ Ａ Ｋ Ｉ Ｋ Ｏ

講
座
を
企
画
。
ま
た
、「
み
ん

な
結
婚
・
出
産
以
前
ま
で
バ

リ
バ
リ
仕
事
を
し
て
い
た
人

た
ち
な
の
で
動
き
も
早
い
し
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
抜
群
で
す

よ
」
と
楽
し
み
な
が
ら
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　
託
児
は
、
齋
藤
代
表
が
子

育
て
講
座
で
知
り
合
っ
た
年

配
の
女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら

が
行
っ
て
お
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
一
人
は
、「
孫
や
ひ

孫
の
よ
う
で
楽
し
い
の
よ
。

少
し
で
も
マ
マ
た
ち
の
手
助

け
に
な
れ
ば
」
と
世
代
を
超

え
て
関
わ
り
合
い
ま
す
。

　
反
響
の
大
き
か
っ
た
こ
の

自
主
企
画
講
座
を
足
掛
か
り

に
１
月
か
ら
は
、
自
立
し
て

ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活
動

す
る
そ
う
で
す
。
斉
藤
代
表

は
、「
ま
ず
は
、
こ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
し
た
」
と
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
、

し
み
じ
み
と
語
り
ま
す
。
天
内
会
長

は
、「
高
齢
者
が
増
え
、
運
営
は
厳
し

く
な
り
ま
す
が
、
若
い
人
た
ち
の
協

力
を
も
ら
い
な
が
ら
、
い
つ
ま
で
も

東
山
に
住
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
活
動

を
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

ル
パ
ー
や
屋
根
雪
下
ろ
し
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
平
成
　１４

年
よ
り
サ
ロ
ン
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
企
画
・
調
整
を
担
当
す
る
事
務

局
長
の
菅
野
貢
さ
ん
は
、「
発
足
し
て

　
年
が
経
ち
、
会
の
活
動
が
地
域
の

１７み
な
さ
ま
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
連
携
体
制
も
徐
々
に
で
き
て
き
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北
海
道
の
「
へ
そ
」
に
位
置
し
、
中

心
標
を
校
庭
に
有
す
る
富
良
野
小
学
校

（
宮
下
敏
校
長
）。
現
在
５
４
６
人
の
児

童
が
通
う
、
市
内
最
大
の
小
学
校
で
す
。

今
年
は
、
開
校
１
１
０
周
年
の
節
目
の

年
に
あ
た
り
、
ま
た
、
３
月
に
完
成
を

予
定
し
て
い
る
体
育
館
改
築
と
合
わ
せ
、

記
念
協
賛
会
（
山
内
喜
一
郎
会
長
）
が

設
立
さ
れ
、
学
校
へ
楽
器
や
自
然
学
習

の
教
材
と
し
て
の
「
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ

（
生
態
系
の
観
察
を
目
的
に
学
校
敷
地

内
に
作
る
小
さ
な
自
然
環
境
）」
を
寄
贈

す
る
予
定
で
す
。

　
富
良
野
小
学
校
は
、「
豊
か
に
か
か
わ

り
合
っ
て
自
分
を
み
が
く
子
」
を
教
育

目
標
に
掲
げ
、
多
く
の
人
と
の
関
わ
り

合
い
を
持
た
せ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
日
本
文
化
や

伝
統
を
学
ぶ
授

業
で
は
、
市
内

か
ら
講
師
を
呼

び
、
琴
や
尺
八
、

生
け
花
、
茶
道
、

日
本
舞
踊
の
ほ

か
、
柔
道
や
剣

道
な
ど
　
ほ
ど

１０

の
メ
ニ
ュ
ー
か

ら
選
択
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
体
験

し
、
学
習
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、

環
境
学
習
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
富
良

野
自
然
塾
か
ら
学
び
、
農
業
体
験
は
、

緑
峰
高
校
園
芸
科
学
科
の
生
徒
や
農
家

の
方
々
に
教
わ
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

保
護
者
や
地
域
の
方
が
学
校
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
本
の
読
み
聞
か
せ

や
ス
キ
ー
授
業
支
援
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
本
の
読
み
聞
か
せ
は
、
年
間
１
３

５
回
、
延
べ
４
５
０
人
、
ス
キ
ー
授
業

に
年
間
　
回
、
延
べ
１
２
０
人
の
ボ
ラ

２４

ン
テ
ィ
ア
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
り
組
み

に
対
し
、　

月
７
日
、
文
部
科
学
省
か

１１

ら
「
優
れ
た
地
域
に
よ
る
学
校
支
援
活

動
」
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。
宮
下
校
長
は
、「
今
回
の
賞
は
、

こ
う
し
て
応
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
保

護
者
や
地
域
、
関
係
者
の
方
々
へ
の
賞
。

学
校
と
し
て
、
非
常
に
あ
り
が
た
い
」

と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、「
ス
マ
イ
ル
班
活
動
」
と

呼
ば
れ
る
全
校
児
童
を
　
班
に
分
け
た

３６

「
縦
割
り
班
」（
そ
れ
ぞ
れ
の
班
に
全
学

年
の
児
童
が
入
る
よ
う
に
分
け
た
班
）

に
よ
り
、
あ
い
さ
つ
運
動
や
清
掃
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
運

動
は
当
番
制
で
、
該
当
班
は
１
階
ホ
ー

ル
で
登
校
す
る
友
だ
ち
に
大
き
な
声
で

あ
い
さ
つ
し
、
さ
わ
や
か
に
一
日
を
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
宮
下
校
長
は
、「
日
々
変
わ
る
情
勢
の

中
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
な
ど
多
く

の
人
と
の
関
わ
り
合
い
の
中
で
、『
人
間

関
係
を
構
築
す
る
力
』、『
責
任
を
も
っ

て
物
事
を
成
し
遂
げ
る
力
』、『
自
分
の

意
見
を
主
張
で
き
る
力
』
を
熱
心
な
教

職
員
と
と
も
に
培
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

豊
か
に
関
わ
り
合
っ
て
成
長

長
年
積
み
重
ね
た
学
社
融
合
の
取
り
組
み

雨

富良野小学富良野小学校校
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 

我
が
子
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と

　
初
め
て
の
育
児
に
不
安
を
感

じ
な
が
ら
も
、
毎
日
楽
し
く
過
ご

し
て
き
た
こ
の
数
カ
月
。
気
が
付

け
ば
我
が
子
の
重
さ
も
生
ま
れ

た
と
き
の
２
倍
を
超
え
、
丸
々
と

た
く
ま
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
赤
ち
ゃ
ん
で
す
が
、
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
私
に
教
え
、
私

の
世
界
を
広
げ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
　
夕
食
を
終
え
て
一
息
つ
い
た

ら
、
リ
ビ
ン
グ
の
電
気
と
テ
レ
ビ

を
オ
フ
。
親
子
３
人
、
川
の
字
に

な
っ
て
読
み
聞
か
せ
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
オ
ー
バ
ー
に
声
色
を

変
え
て
読
む
夫
の
声
に
我
が
子

は
大
興
奮
！
手
足
を
ば
た
つ
か

せ
喜
び
ま
す
。
こ
ん
な
に
は
し
ゃ

い
で
眠
れ
る
の
、
と
い
う
私
の
心

配
も
よ
そ
に
、
め
い
っ
ぱ
い
お
っ

ぱ
い
を
飲
ん
で
パ
タ
ッ
と
寝
て

し
ま
う
我
が
子
。
そ
の
寝
息
に
耳

を
澄
ま
せ
る
と
、
虫
の
声
や
夜
風

が
揺
ら
す
木
の
葉
の
音
が
聞
こ

え
て
き
ま
す
。
夜
が
こ
ん
な
に
静

か
で
、
こ
ん
な
に
賑
や
か
な
の
も

我
が
子
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と

で
す
。

　
抱
っ
こ
ひ
も
の
背
中
の
ク

リ
ッ
プ
を
と
め
よ
う
と
手
を
伸

ば
し
て
い
る
お
母
さ
ん
を
見
か

け
て
、
思
わ
ず
「
と
め
ま
し
ょ
う

か
？
」。
以
前
な
ら
、
余
計
な
お

世
話
か
な
と
声
を
か
け
る
の
を

迷
っ
た
で
し
ょ
う
。
今
は
、
そ
の

大
変
さ
が
分
か
る
か
ら
迷
う
こ

と
な
く
声
を
か
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
も
我
が
子
の
お
か

げ
。
　
散
歩
で
は
、
ご
近
所
さ
ん
が
た

く
さ
ん
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。

子
育
て
の
頼
も
し
い
先
輩
や
同

級
生
の
子
を
も
つ
お
母
さ
ん
と

も
た
く
さ
ん
知
り
合
え
ま
し
た
。

な
か
な
か
広
げ
ら
れ
な
か
っ
た

ご
近
所
づ
き
あ
い
を
、
あ
っ
と
い

う
間
に
広
げ
て
く
れ
た
我
が
子

に
感
謝
！

　
こ
れ
か
ら
も
、
ど
ん
ど
ん
新
し

い
世
界
を
教
え
て
く
れ
る
だ
ろ

う
我
が
子
。
心
配
性
の
ひ
よ
っ
こ

母
さ
ん
で
す
が
、
こ
こ
は
ど
っ
し

り
構
え
て
、
の
ん
び
り
育
児
を
楽

し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

幸
町
　
ひ
よ
っ
こ
母
さ
ん

子子育育てて・・親親育育ちち子育て・親育子育て・親育ちち

　
子
育
て
を
と
お
し
て
親
も
成

長
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
そ
ん
な
子
育
て
体
験

を
紹
介
し
ま
す
。
体
験
記
を
「
広

報
ふ
ら
の
」へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
６
５
０
字
程
度
）

雨

丸山丸山　颯太 颯太 さんさん(４カ月(４カ月））

そうそうたた

南南町町

カメラ目線！写真撮影が大好きですカメラ目線！写真撮影が大好きです！！

元気いっぱい元気いっぱい！！
みんな仲良しみんな仲良し♪♪

冨樫冨樫  煌 煌 さんさん  (７歳(７歳））
ここうう

楠本楠本  真生 真  生 ささんん  (７歳）(７歳）
まま おお

楠本楠本  芽生 芽  生 ささんん  (５歳）(５歳）
めめ いい

左上か左上からら

冨樫冨樫  しおんしおんささんん  (５歳(５歳））

細川細川  百花 百  花 ささんん  (４歳）(４歳）
もももも かか

錦　　　　　　　　　錦町町

左下か左下からら
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中学生が総合学習の実践発表や、「少年の主張」、

富良野の未来への提言を発表する富良野市子ど

も未来づくりフォーラムが文化会館で開催され、市

内１０校約３００人の小中学生が参加しました。

　未来への提言では、山部小学校５、６年生の５つ

小

子どものアイディア、中心街の活性化に
１１月２９日鰹火 第５回富良野市子ども未来づくりフォーラム

のグループが中心

市街地の再開発事

業をテーマに提言

を発表。小学生な

らではの自由な発

想と校内で実施し

たアンケート調査によりそれぞれ提言

をまとめました。

　提言の中には、富良野の特産品である

たまねぎやメロンなどのお風呂を備え

たスーパー銭湯や、図書室やパソコン室

を有する、季節や天候問わず楽しめる全

天候型ドーム公園などを提案しました。

　「未来への提言」はこれまでも、まち

づくりに活かされており、今回の提言も

今後のまちづくりの参考となります。

湾で行われた日台親善国際交流Ｕ‐１５（１５歳以下）

軟式野球大会に北海道選抜として参加した選手（石

塚和希さん・長谷川海斗さん・紙谷拓さん【東中】、小早

川星也さん【山部中】）と同チームの監督を務めた富良野

西中学校の事務職員明石昌人さんが大会の感想を市長に

報告しました。５勝１敗の好成績を残した北海道選抜。

小早川さんは、「心を一つにして戦い、最後はみんなで涙

を流すことができた」と大会を振り返っていました。

台

日台野球で国際交流
１２月１４日鰹水 日台親善国際交流Ｕ-１５軟式野球大会

海道社会貢献賞（建設雇用改善優良事業所）の

知事表彰を(株)北菱が受賞し、能登市長に報告を

しました。上川南部では初の受賞。資格取得費用を

会社が負担し、全従業員に資格取得を奨励、取得者

には給与面で優遇していることなどが評価されまし

た。上田勉会長は「積み重ねてきた取り組みを認め

ていただき光栄です。今後も建築土木などを通して、

地域社会に貢献していきたい」と喜びを語りました。

北

社会に責任ある経営が認められ
(株)北菱が道社会貢献賞受賞報告 １２月２日鰹金 
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ZOOM UP FURANO

ふらのズームアップ

リスマスにちな

んだ仕掛け絵本

や動物絵本の読

み聞かせを楽し

みました。

　同日、開催さ

れた北の峰さく

ら子ども会のク

リスマスパーティーには、延べ１００人ほどの地域

の子どもたちが、牛乳パック灯ろうづくりや、

カレー、クリスマスケーキなどの食事を楽しみ

ました。牛乳パック灯ろうづくりには、プロの

アウトドアガイドが講師となり、また、青少年

ボランティア「ね～びる」がお手伝いに参加。

子どもたちは、思い思いの灯ろうを製作し、パー

ティーを楽しんでいました。

▲

Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
英
語
の
仕
掛
け
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
に
見
入
る
子
ど
も
た
ち

クリスマスイベントあちらこちらで
英語のクリスマスおはなし会&北の峰さくら子ども会クリスマスパーティー １２月１７日鰹土 

内会子ども会や児童館など市内各所でクリ

スマスイベントが行われました。

　１２月１７日に図書館で行われた英語のクリスマ

スおはなし会には、４０人ほどの親子連れが参加

し、ＡＬＴ（外国語指導助手）や館長によるク

町

好都市の兵庫県西脇市で１２月１１日に開催された

「西脇子午線マラソン大会」に招待選手として出

場した２人が、能登市長に結果報告をしました。本

大会へは長年にわたり選手を派遣し、西脇市との交

流を深めています。麓郷中教諭の小西雅人さんは

１０kmを４７分３０秒（８４人中２６位）、飲食店勤務の本間

智さんは１０kmを５４分３７秒（３８人中１８位）でそれぞれ

完走。２人のホッとした表情が印象的でした。

友

１２月１３日鰹火 

友好都市で力走「良い交流できました」
西脇子午線マラソン大会報告

良野バドミントンジュニアクラブに所属の西尾

 奈純 さん（扇山小５年）と七宮
なずみ

 優羽 さん（同４
ゆう

年）が、日本バドミントン協会主催の全国小学生バ

ドミントン選手権大会（１２月２３日～２７日釧路市）出

場を決め、能登市長に報告しました。２人は「ベス

ト８に入れるようにがんばる」（西尾さん）、「一試合

でも多く勝てるようにがんばる」（七宮さん）と、そ

れぞれの目標を話してくれました。

２年連続２回目の全国大会出場！
１２月９日鰹金 全国小学生バドミントン大会出場報告

富

▲

北
の
峰
さ
く
ら
子
ど
も
会

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
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消
費
者
相
談
 Ｑ
＆
Ａ

クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、若葉

郵便局、山部・東山支所にも置いてあります。

また、消費生活センターと山部・東山支所に

「衣類回収ボックス」が設置されています。

不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回

収にご協力ください。

携
帯
電
話
に
請
求
メ
ー
ル（
　
代
 女
性
）

３０

鰹問 富良野市消費生活センター　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
 　月～金  午前１０時～午後４時

　
　
　
携
帯
電
話
に
「
お
客
様
が
メ
ー
ル
受
信
拒

　
　
　
否
設
定
で
返
答
が
な
い
た
め
に
弊
社
が

依
頼
を
受
け
ま
し
た
。
有
料
総
合
サ
イ
ト
の
利
用

料
金
が
長
期
滞
納
し
て
お
り
ま
す
。
小
額
訴
訟
を

進
行
中
で
あ
り
、
通
信
記
録
と
い
う
証
拠
を
提
出

し
て
裁
判
を
す
る
の
で
誤
っ
て
の
登
録
で
も
支

払
命
令
が
下
さ
れ
ま
す
。
本
日
中
に
連
絡
く
だ
さ

い
」
と
メ
ー
ル
が
来
ま
し
た
。
公
式
サ
イ
ト
以
外

登
録
し
た
覚
え
は
無
い
の
で
す
が
、
連
絡
し
た
ほ

う
が
良
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
で
あ
れ
ば
応
じ

　
　
　
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
サ
イ
ト
に

ア
ク
セ
ス
し
た
だ
け
で
は
申
し
込
み
を
し
た
こ

と
に
は
な
ら
ず
、
有
効
に
契
約
が
成
立
し
た
と
は

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
も
し
申
し
込
み
が
あ
っ
た
と

主
張
す
る
場
合
も
、
こ
の
相
談
の
場
合
、
業
者
の

一
方
的
な
言
い
分
で
あ
り
、
い
ず
れ
に
せ
よ
支
払

う
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
か
ら
連

絡
を
取
る
と
 脅
 し
め
い
た
請
求
を
う
け
た
り
、
個

お
ど

人
情
報
を
漏
ら
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ

の
ま
ま
無
視
し
、
記
載
さ
れ
た
電
話
番
号
に
は
連

絡
し
な
い
よ
う
助
言
し
ま
し
た
。
最
近
、
携
帯
電

話
の
メ
ー
ル
を
利
用
し
た
架
空
請
求
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
以
前
の
ハ
ガ
キ
で
の
架
空
請
求
と
同

様
の
手
口
で
、
初
め
て
届
く
の
に
「
最
終
通
達
」

だ
っ
た
り
、
裁
判
取
り
下
げ
期
日
が
メ
ー
ル
の
届

い
た
翌
日
に
な
っ
て
い
た
り
と
、
不
安
を
あ
お
り

混
乱
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
あ
せ
ら
ず
に
セ

ン
タ
ー
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

ＱA

 譲ります 　　　　　　　　　　　 　  
捌事務用イス捌学習机用イス（低学年）捌学習机捌

パイプベッド捌ベビーカー捌デスクトップ型パソコ

ン（プリンター・スキャナー付き）捌ストーブ付属

用床暖房マット

 譲ってください 　　　　　　　　 　  
捌ソファー（２、３人掛け）捌ピアノ発表会用ドレ

ス（１３０ｃｍ）捌ベビーベッド捌ベビーバス

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センター

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

リサイクル掲示リサイクル掲示板板
市民環境課からのお知らせ 拶３９ - ２３０８  

び
ん
ポ
ス
ト
横
の
コ
ン
テ
ナ
の
使

用
に
つ
い
て

　
び
ん
ポ
ス
ト
横
に
置
か
れ
て
い
る
コ
ン
テ
ナ

は
、
セ
ト
モ
ノ
（
茶
碗
）・
ガ
ラ
ス
製
品
（
鏡
や

ガ
ラ
ス
製
コ
ッ
プ
）・
空
き
び
ん
以
外
の
ガ
ラ
ス

び
ん
（
化
粧
品
の
ガ
ラ
ス
び
ん
）
な
ど
を
入
れ

る
コ
ン
テ
ナ
で
す
。

　
蛍
光
管
・
ビ
ニ
ー
ル
袋
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

な
ど
、
他
の
ご
み
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

衣
類
ご
み
の
再
使
用
（
リ
ユ
ー
ス
）

に
つ
い
て

　
今
あ
る
も
の
を
で
き
る
限
り
利
用
し
、
貴
重

な
資
源
を
大
切
に
す
る
た
め
、
固
形
燃
料
ご
み

に
出
さ
れ
た
衣
類
を
再
使
用
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
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リサイクルにご協力くださいリサイクルにご協力ください。。分ければ資源、分ければ資源、混ぜればごみ。混ぜればごみ。

分別に迷ったら、市民環境課へ

ごみＱ＆Ａ

ＱＱ ドライヤー、電動歯ブラシ、懐中電灯は、何ごみですか？

小型電気製品になります。小型電気製品は、粗大ごみの日
に収集（ごみ収集カレンダーに記載）です。市役所または
支所で、その月の申込み締切日までに小型電気の袋を購入
し、申込みをしてください。

ＡＡ

ＱＱ カレンダーについている金属はどうすればよいのですか？

できる限り金属部分は取り除いて金属類に、紙の部分は固
形燃料に出してください。金属部分が取り除けなければ、
そのまま固形燃料に出してください。

ＡＡ

●ロタウィルス胃腸炎

５
歳
ま
で
に
１
０
０
％
か
か
る
病
気

　
赤
ち
ゃ
ん
は
免
疫
力
が
ま
だ
弱
く
、

胃
腸
も
未
発
達
の
た
め
、
感
染
性
胃

腸
炎
に
よ
く
か
か
り
ま
す
。
中
で
も

小
さ
な
赤
ち
ゃ
ん
が
か
か
り
や
す
く
、

毎
年
　
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
流
行

１１

が
み
ら
れ
る
の
が
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
胃

腸
炎
で
す
。
初
感
染
し
た
と
き
に
重

症
化
し
や
す
く
、
リ
ス
ク
が
最
も
高

い
の
は
生
後
３
カ
月
か
ら
６
カ
月
頃

で
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
１
歳

ま
で
に
３
人
に
１
人
、
５
歳
ま
で
に

ほ
ぼ
１
０
０
％
の
子
ど
も
が
感
染
し

ま
す
。
初
感
染
後
の
免
疫
は
不
完
全

で
再
感
染
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

症
状
が
軽
く
な
っ
て
い
く
の
が
通
常

で
す
。

　
症
状
は
、
3
日
間
か
ら
8
日
間
、

米
の
と
ぎ
汁
の
よ
う
な
水
様
の
下
痢

と
嘔
吐
を
く
り
返
す
の
が
特
徴
で
、

発
熱
や
腹
痛
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
脱
水
症
を
起
こ
し
や
す

く
、
け
い
れ
ん
や
意
識
障
害
が
み
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
入
院
が
必
要
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ロ

タ
ウ
イ
ル
ス
は
脳
炎
・
脳
症
の
原
因

の
第
3
位
（
4
％
）
で
、
後
遺
症
が

残
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
は
ご
く
わ
ず
か
な

ウ
イ
ル
ス
粒
子
で
発
症
す
る
強
い
感

染
力
を
持
ち
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
汚

染
さ
れ
た
水
や
食
物
を
飲
食
し
た
り
、

汚
染
さ
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
し
ゃ
ぶ
っ

た
り
し
て
も
感
染
し
ま
す
。
乾
い
た

場
所
な
ら
　
日
間
ほ
ど
生
き
て
お
り
、

１０

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
違
い
消
毒
用

の
ア
ル
コ
ー
ル
に
も
強
い
ウ
イ
ル
ス

で
す
。
そ
の
た
め
家
庭
や
保
育
所
な

ど
で
は
、「
除
菌
効
果
の
あ
る
石
鹸
で

手
洗
い
す
る
」、
「
排
泄
物
を
処
理
す

る
と
き
に
は
マ
ス
ク
や
使
い
捨
て
手

袋
を
は
め
る
」、
「
排
泄
物
が
付
着
し

た
衣
類
や
寝
具
な
ど
は
消
毒
後
（
熱

湯
・
塩
素
系
消
毒
液
）
に
洗
濯
」
な

ど
を
徹
底
し
て
も
、
完
全
に
は
予
防

で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
で
は

ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
胃

腸
炎
の
予
防
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
ロ
タ
リ
ッ
ク
ス
（
弱
毒
性

経
口
生
ワ
ク
チ
ン
）
が
今
年
７
月
に

承
認
さ
れ
、　

月
に
発
売
と
な
り
任

11

意
接
種
（
自
己
負
担
）
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
す
で
に
世

界
１
２
０
カ
国
以
上
で
用
い
ら
れ
、

生
後
２
カ
月
（
６
週
か
ら
　
週
ま
で
）

20

に
接
種
を
始
め
、
4
週
以
上
の
間
隔

で
遅
く
て
も
生
後
　
週
ま
で
に
2
回

24

目
の
接
種
を
し
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
で
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
胃
腸
炎
発
症
を

　
％
予
防
し
、
重
症
化
を
　
％
防
ぐ

79

92

効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

お元気ですか　保健師　です

セ
ン
タ
ー
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
※
リ
サ
イ
ク

ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
毎
週
木
曜
日
開
催

　
衣
類
ご
み
は
固
形
燃
料
ご
み
の
袋
で
通
常
ど

お
り
出
し
て
い
た
だ
き
、
再
使
用
を
望
ま
な
い

場
合
は
、
は
さ
み
な
ど
で
衣
類
に
切
込
み
を
入

れ
て
く
だ
さ
い
。
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く
ら

 く
ら
しし

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

H
T
L
V
‐
１
 抗
体
検
査

　
北
海
道
で
は
、
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
‐
１
の

母
子
感
染
予
防
な
ど
を
目
的
に
各
保

健
所
に
お
い
て
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
‐
１
抗
体

検
査
及
び
相
談
を
行
っ
て
お
り
、
富

良
野
保
健
所
に
お
い
て
も
、
次
の
と

お
り
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

検
査
内
容
　
血
液
検
査
（
５
　
採
血
）

ml

検
査
日
　
原
則
、
月
１
回
　

申
込
み
　
予
約
制
で
す
。
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
富
良
野
保
健
所
　
　

拶
２
３
‐
３
１
６
１

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診

と
　
き
　
１
月
　
日
鰹日 

１５

　
　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
小
学
３
年
生
以
上
で
富
良

野
市
に
住
民
票
が
あ
る
方

内
　
容
　
３
～
６
　
の
採
血

cc

受
診
料
　
無
料

鰹問 
保
健
医
療
課
拶
３
９
‐
２
２
０
０

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

と
　
き
　
１
月
　
日
鰹火 

24

と
こ
ろ
　
旭
川
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー

集
合
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

集
合
時
間
　
午
前
7
時
（
バ
ス
送
迎
。

帰
着
は
正
午
前
後
）

※
予
約
が
必
要
で
す
。

鰹問 
保
健
医
療
課
拶
３
９
‐
２
２
０
０

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

民
間
賃
貸
住
宅
の
　
　
　
　

　
借
上
げ
制
度
に
つ
い
て

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
岩
手
県
、

宮
城
県
、
福
島
県
か
ら
北
海
道
へ
避

難
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
道
が

民
間
賃
貸
住
宅
を
借
り
上
げ
、
応
急

仮
設
住
宅
と
し
て
提
供
す
る
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。
対
象
者
要
件
、
道

の
負
担
経
費
、
借
上
げ
期
間
な
ど
の

詳
細
は
、
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
　
１
月
　
日
鰹火 
ま
で

31

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
:/
/
w
w
w
.p
re
f.h
o
k
k
a
id
o
.lg
.j

p
/
h
f/
s
u
m
/
k
a
ria
g
e
.h
tm

鰹問 
総
務
課
　
　
拶
３
９
‐
２
３
０
０

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

公
的
年
金
等
受
給
者
等
　
　

　
確
定
申
告
書
記
載
説
明
会

　
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
、
並
び
に
年
末
調
整
を
行
っ
て

い
る
給
与
収
入
の
あ
る
方
で
、
医
療

費
控
除
、
住
宅
借
入
金
特
別
控
除
の

申
告
が
必
要
な
方
（
事
業
、
不
動
産
、

譲
渡
所
得
が
あ
る
方
を
除
く
）
を
対

象
と
し
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き
　
２
月
９
日
鰹木 
・
　
日
鰹金 

１０

　
　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

と
こ
ろ
　
市
役
所
大
会
議
室

必
要
書
類

噛
確
定
申
告
書
用
紙
（
会
場
に
も
用

意
し
て
い
ま
す
）

噛
公
的
年
金
や
給
与
所
得
の
源
泉
徴

収
票

噛
生
命
保
険
料
及
び
地
震
保
険
料
の

控
除
証
明
書

噛
社
会
保
険
料
（
国
保
税
、
国
民
年

金
、
介
護
保
険
料
な
ど
）
の
支
払
額

の
わ
か
る
書
類
（
国
民
年
金
に
つ
い

て
は
、
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
）

噛
医
療
費
控
除
が
あ
る
場
合
は
、
病

このページは広告料収入で作成しています

開館時間 火～金曜日 午前１０時～午後６時
土・日曜日 午前９時～午後５時

１月の休館日 毎週月曜日・１日鰹日～５日鰹木・
１０日鰹火・２７日鰹金

　人は死んだらどうな

るの？どこに行くの？

竜の子と少年のふれあ

いを描きながら、「死」

そして「生きること」に

ついて考えた絵本。心に

深くしみこむいのちの

物語。

さよなら、またね　

中島　未月文　ＴＯＭＯＹＡＡＲＴＳ絵

今今月月

 注目の本注目の本 !!

図書館図書館だだよよりり図書館だより
鰹問 図書館　拶２２‐３００５

☆新着本の紹介

●一般書　ヒア・カムズ・ザ・サン ／ 有川 浩

　　　　　いのちの理由 ／ さだ まさし

　　　　　冬姫 ／ 葉室 麟

●児童書　サンタクロースもパンツがだいすき／ 

　　　　　ベン・コート

　　　　　おやおやおやつ ／ 庄司 三智子

☆展示・イベント

【２階展示ホール】

●学校新聞コンクール作品展

　１月１７日鰹火 ～２９日鰹日  

【２階多目的ホール】

●昔ながらのお正月遊び

　１月１４日鰹土  午前１０時００分～正午

●英語のおはなし会

　１月２１日鰹土  午前１０時３０分

【１階おはなしコーナー】

●どんぐりおはなし会

　１月１８日鰹水 ・２５日鰹水  午後３時

院
の
領
収
書
及
び
領
収
書
を
集
計
し

た
も
の

噛
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
が
あ
る

場
合
は
住
民
票
の
写
し
、
借
入
金
の

年
末
残
高
証
明
書
、
土
地
家
屋
の
登

記
事
項
証
明
書
、
請
負
契
約
書
ま
た

は
売
買
契
約
書

噛
税
金
が
還
付
さ
れ
る
場
合
に
は
、

預
貯
金
口
座
が
わ
か
る
も
の
。

※
当
日
申
告
書
を
提
出
さ
れ
る
場
合

に
は
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。

鰹問 
富
良
野
税
務
署拶

２
２
‐
２
１
４
４

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

１
１
０
番
の
適
切
な
　
　
　

利
用
に
つ
い
て

　
１
１
０
番
は
、
事
件
・
事
故
な
ど

が
発
生
し
た
場
合
に
、
警
察
へ
緊
急

　
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
‐
１
は
、
日
本
名
を

「
ヒ
ト
Ｔ
細
胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス
１

型
」
と
い
う
ウ
イ
ル
ス
で
、
日
本
国

内
で
は
、
約
１
０
８
万
人
の
方
が

持
っ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
‐
１
の
感
染
経
路

は
、
主
と
し
て
母
子
感
染
（
母
乳
感

染
）
で
す
が
、
ま
れ
に
、
性
感
染
や

血
液
感
染
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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許
平
成
　
年
３
月
　
日
現
在
に
お
い

２５

３１

て
、
営
農
が
確
実
な
認
定
農
業
者

留
意
事
項

虚
既
に
、
ほ
場
の
復
旧
工
事
が
完
了

し
て
い
る
場
合
は
、
復
旧
工
事
に
関

す
る
写
真
・
領
収
書
な
ど
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

許
必
要
に
応
じ
て
、
現
地
調
査
を
行

い
ま
す
。

申
請
期
限
　
１
月
　
日
鰹火 
ま
で

３１

鰹問 
農
林
課
耕
地
林
務
係

拶
３
９
‐
２
３
０
９

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査

２
月
に
す
べ
て
の
事
業
所
・
企
業
を

対
象
に
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
は
、

全
産
業
分
野
に
お
け
る
経
済
活
動
の

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
大
切
な
調
査
で
す
。

◆
こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
く

基
幹
統
計
調
査
で
、
調
査
票
に
記
入

し
て
提
出
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

◆
提
出
さ
れ
た
内
容
は
、
統
計
作
成

の
目
的
以
外
（
税
の
資
料
な
ど
）
に

は
、
絶
対
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

鰹問 
総
務
課
�
　
　
３
９
‐
２
３
０
０

催 催
　
しし

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

自
然
に
親
し
む
集
い

講
演
会
「
富
良
野
の
自
然
っ
て
何
？

～
東
大
演
習
林
の
現
場
か
ら
」

と
　
き
　
１
月
　
日
鰹日 
　

２９

　
　
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

と
こ
ろ
　
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

講
　
師
　
井
口
和
信
さ
ん
（
富
良
野

の
自
然
に
親
し
む
会
代
表
）

定
　
員
　
先
着
　
人
５０

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

拶
４
２
‐
２
４
０
７

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

五
条
通
り
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
五
条
通
り
商
店
街
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
必
ず
写
真
に
撮
り
込
み
、

こ
れ
ぞ
と
思
う
街
並
み
や
、
ほ
の
ぼ

の
と
し
た
あ
た
た
か
い
題
材
な
ど
の

写
真
を
募
集
し
ま
す
。

各
　
賞

煙
五
条
賞
（
市
内
共
通
商
品
券
1
万

円
分
）

煙
フ
ァ
ミ
リ
ー
賞
（
市
内
共
通
商
品

券
５
千
円
分
）

煙
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
賞
（
市
内
共
通
商

品
券
５
千
円
分
）　

応
募
方
法
　
次
の
ア
ド
レ
ス
か
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
参
照
く
だ
さ
い
。

ア
ド
レ
ス
　h

ttp
:/
/
w
w
w
.fu
ra
n
o

.n
e
.jp
/
g
o
jo
/
p
h
o
to
c
o
n
.h
tm
l

　鰹問 
五
条
通
り
商
店
会
（
阿
部
塗
料
店
）

拶
２
２
‐
２
６
３
８

広告① 広告②

携帯電話で読み

取ってください。

方
や
転
入
転
出
し
た
方
は
、　

日
以

１５

内
に
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
保
健
医
療
課
拶
３
９
‐
２
３
１
０

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

大
雨
被
害
復
旧
対
策
支
援
事
業

　
平
成
　
年
９
月
２
日
か
ら
４
日
の

２３

台
風
　
号
の
影
響
に
よ
る
大
雨
で
、

１２

表
土
が
流
出
し
た
ほ
場
の
復
旧
工
事

に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

補
助
金
額
　
工
事
に
要
す
る
経
費
の

４
分
の
１
以
内
（
上
限
１
戸
　
万
円
）

２５

補
助
対
象
者

虚
平
成
　
年
９
月
の
台
風
　
号
の
影

２３

１２

響
に
よ
る
大
雨
で
、
ほ
場
の
表
土
流

出
復
旧
を
行
う
農
業
者

通
報
す
る
た
め
の
電
話
で
す
。
電
話

に
出
た
警
察
官
の
質
問
に
、
落
ち
着

い
て
正
し
く
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
急
を
要
し
な
い
相
談
や
照
会
な
ど

は
、
警
察
相
談
電
話
「
♯
９
１
１
０
」

ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署
や
交
番
・

駐
在
所
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鰹問 
富
良
野
警
察
署拶

２
２
‐
０
１
１
０

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

「
子
ど
も
手
当
」
申
請
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か
？

　
平
成
　
年
３
月
末
ま
で
に
申
請
し

２４

な
け
れ
ば
、
平
成
　
年
　
月
分
か
ら

２３

１０

の
子
ど
も
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た

ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし 尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿 収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収 集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集 予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予 定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定 表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
収集日までに便槽付近の清掃を行い、収集作業の支
障にならないようにしてください。また、収集は一
週間程度遅れることもありますのでご了承ください。

市民環境課　拶３９‐２３０８

収集日程区　域業者収集日程区　域業者

1月上旬～中旬山部旧１町内

㈱
ふ
ら
の
衛
生
社

1/6～1/13緑町・南町・扇町

富
良
野
浄
化
工
業
㈱

1月上旬～中旬山部旧２町内1/16～1/19若葉町・栄町・日の出町

1月上旬～中旬山部旧３町内1/20～1/25本町・若松町・朝日町

1月上旬～中旬山部旧４町内1/26～1/31幸町・末広町・弥生町

1月中旬～下旬山部旧５町内2/1～2/6花園町・錦町・住吉町

1月中旬～下旬山部旧６町内2/7～2/10瑞穂町・新光町・北斗町

1月中旬～下旬山部旧７町内2/13～2/29麻　町

1月中旬～下旬山部旧９町内3/1～3/9春日町・東町・東雲町

1月下旬～2月中旬山部旧１０町内3月中旬～4月上旬農家地区

1月下旬～2月中旬山部旧１１町内2月下旬～3月上旬麓郷・布礼別・富丘
㈱
ふ
ら
の
衛
生
社

1月下旬～2月中旬山部旧１２町内3月中旬北の峰町

1月下旬～2月中旬山部旧１３町内3月中旬学田・島ノ下

２月山部農家地区3月上旬新富町

2月
東山・

西達布方面

3月上旬桂木町・西町

3月下旬布　部

ＱＲコード
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―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
講
習
会
の
ご
案
内

と
　
き
　
１
月
　
日
鰹日 

２２

　
　
　
　
午
前
９
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
２
階
大
会
議
室

講
　
師
　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
マ
ス
タ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

角
幡
和
子
さ
ん

参
加
費
　
無
料

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
水
分
補
給
の

た
め
の
水
、
タ
オ
ル
、
手
袋
、
帽
子
、

動
き
や
す
い
服
装
 

締
切
り
　
１
月
　
日
鰹木 
 

１９

申
込
み
　
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
富
良
野
保
健
所

年金だよ年金だよりり 前予約制』としています。相談を受ける場合は、必ず予

約をお願いします。

　予約方法は、市役所２番窓口（市民年金係）にある相

談予約票で申し込みをするか、年金手帳（基礎年金番号

がわかるもの）をお手元に置き、日本年金機構旭川年金

事務所相談予約担当（拶０１６６‐７２‐５００４）へ電話で申し

込みください。予約していない方は、当日来られても相

談を受けられません。

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

　昭和２２年１月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日の前日

以降に手続きをしてください。

　厚生年金の受給者は、誕生月に送られてくるはがき

を返送することで、基礎年金の手続き完了となります。

市役所②番窓口にお越しください。必要なものは印

鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本などです。

２０歳になったら国民年金に加入を！

　年金は、お年寄りのためのものと考えがちですが、実

は若いみなさんにも無縁のものではありません。自分の

老後のためだけではなく、自分の親などの老後をみんな

で支えあうことを目的に作られた制度なのです。また、

一家の働き手が亡くなったときや、思わぬ病気やけがで

障がいが残ったときにも遺族年金や障害年金が支給さ

れます。

　加入の手続きをしなかったり、加入しても保険料を未

納にしていると、将来年金が受け取れなくなる場合があ

ります。忘れずに加入して保険料を納めましょう。学生

や、収入が少ないなどの理由で保険料を納められない方

には、免除制度がありますので相談ください。

ねんきん相談は予約制です

　毎月１回行っている「ねんきん相談」は、待ち時間を

短縮し、少しでも多くの時間を相談にあてるため、『事

保険料の支払いはお忘れなく
鰹問 市民環境課市民年金係　拶３９‐２３０１

拶
２
３
‐
３
１
６
１

思
２
３
‐
３
１
６
３

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

味
噌
作
り
講
習
会

と
　
き
　
１
月
　
日
鰹木 
午
後
１
時

２６

と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
２
０
０
０
円
（
材
料
費
）

※
作
っ
た
味
噌
５
　
は
お
持
ち
帰
り

kg

で
き
ま
す
。 

定
　
員
　
先
着
　
人
 

１５

締
切
り
　
１
月
　
日
鰹木 
 

１９

持
ち
物
　
マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
ゴ
ム
手
袋
、
仕
込
ん
だ
味
噌

を
入
れ
る
樽
（
８
～
　
Ｌ
） 

１０

申
込
み
　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。 

鰹問 
や
ま
び
こ
屋
（
土
日
祝
休
）

事故のない楽しいスキーを

　安全にスキーやスノーボードを楽しむた

めに、次のことに注意しましょう。

虚滑る前にはウォーミングアップ、金具の
チェックを忘れずに。

許自分の技量や、斜面、雪質、天候などの
状況に応じてコースを選び、無理な滑りは
しないようにしましょう。

距滑り始めるときや他のコースに合流するとき、斜面を横
切るときには、周りをよく確認し、他の人の滑りを妨げな
いようにしましょう。特に追い越すときには慎重に。

鋸ゲレンデの中央に立ち止まったり座り込んだりすること
はやめ、ゲレンデの端で止まりましょう。

漁標識や掲示、注意事項を守り、パトロールの指示に従い
ましょう。　特に、滑走禁止区域への立ち入りは厳禁です。

禦風雪などで視界が不良のときは、無理をせずスキーなど
を中止しましょう。
　また、ゲレンデのルールや、ゴミを散らかさないなどの
基本的マナーを、忘れずに守りましょう。

鰹問 社会教育課　拶３９‐２３１８

拶
４
２
‐
３
８
８
０

鰹問 
山
部
商
工
会
拶
４
２
‐
２
４
０
９

募 募
　
集集

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

平
成
　
年
度
保
育
所
入
所
　

２４

児
童
を
募
集

　
居
住
し
て
い
る
地
域
に
関
係
な
く
、

希
望
す
る
保
育
所
に
入
所
で
き
ま
す
。

虚
中
央
保
育
所
、
麻
町
保
育
所

募
集
年
齢
　

　
０
歳
児
（
中
央
保
育
所
の
み
）

　
１
歳
～
５
歳
児

保
育
時
間
（
月
～
土
曜
日
）

　
午
前
７
時
　
分
～
午
後
６
時

３０

認
可
保
育
料
　
保
護
者
（
両
親
）
及

び
生
計
中
心
者
の
前
年
分
の
所
得
税
、

ま
た
は
前
年
度
分
の
市
民
税
額
に
よ

り
決
定
し
、
同
一
世
帯
か
ら
２
人
以

上
の
児
童
が
入
所
す
る
と
き
（
保
育

所
の
ほ
か
、
幼
稚
園
な
ど
に
入
園
し

て
い
る
児
童
も
人
数
に
含
め
る
）
は
、

２
人
目
は
半
額
、
３
人
目
か
ら
は
無

料
に
な
り
ま
す
。

入
所
基
準
　
共
働
き
、
パ
ー
ト
、
内

職
、
自
営
、
病
人
の
介
護
な
ど
で
保

育
が
困
難
な
家
庭
の
児
童

許
へ
き
地
保
育
所
　
　
　
　

　
（
山
部
、
東
山
、
あ
お
ぞ
ら
）

募
集
年
齢
　
２
歳
～
５
歳
児

※
２
歳
児
は
、
４
月
１
日
時
点
で
満

２
歳
に
到
達
し
た
児
童
で
す
。

保
育
時
間
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【
月
～
金
曜
日
】

　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
３
時
　
分

３０

３０

【
土
曜
日
】
午
前
８
時
　
分
～
正
午

３０

へ
き
地
保
育
料
　
月
額
　
１
万
円

入
所
基
準
　
共
働
き
な
ど
で
保
育
が

困
難
な
家
庭
の
児
童
や
入
所
が
適
当

と
認
め
ら
れ
る
家
庭
の
児
童

距
申
込
み
（
共
通
）

　
１
月
６
日
鰹金 
～
　
日
鰹火 
ま
で
に
こ

３１

ど
も
未
来
課
、
山
部
・
東
山
支
所
、

各
保
育
所
に
あ
る
申
込
書
に
よ
り
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
こ
ど
も
未
来
課

　
　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
２
２
３

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

平
成
　
年
度
学
童
保
育
セ
ン

２４

タ
ー
入
所
児
童
を
募
集

募
集
施
設
　
桂
木
・
麻
町
・
緑
町
・

北
の
峰
・
東
部
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー

保
育
時
間

【
月
～
金
曜
日
】
午
後
１
時
～
６
時

【
夏
・
冬
・
春
休
み
、
土
曜
、
臨
時
休

校
日
】
午
前
８
時
　
分
～
午
後
６
時

３０

利
用
料
　
　
月
額
　
１
５
０
０
円

入
所
基
準
　
下
校
時
、
保
護
者
が
不

上富良野町

第４８回かみふらの雪まつり

　雪のステージでは、さまざまな
イベントを行い、広場では冬なら
ではのスノーモービルなどの乗車
体験を行います。また、町民雪合
戦大会（会場：社会教育総合セン
ター）が同日に開催されます。

と　き　２月５日鰹日  １０:００～

ところ　日の出公園特設会場

鰹問 同運営委員会事務局
拶45‐6983

中富良野町

ウィンターフェスティバル2012

　冬ならではの楽しいイベントが
盛りだくさん！体が温まる飲み物、
食べ物の提供のほか、夜空を彩る
花火が打ち上がります。

と　き　２月１２日鰹日 

ところ　北星スキー場

鰹問 実行委員会事務局拶44－2204

南富良野町

第７回かなやま湖「氷上ばかんす！」

　冬のかなやま湖で１日楽しく過
ごしてみませんか。会場では、ア
ラスカ野球大会やワカサギすくい
体験のほか、様々なイベントを用
意しています。ぜひご家族お揃い
でお越しください。

と　き　１月２９日鰹日 

ところ　かなやま湖畔キャンプ場

鰹問 南富良野町商工会 拶52‐2605

占冠村

「露天風呂」を満喫！

　アルファリゾート・トマムＶＩ
Ｚスパハウスに露天風呂「木林の
湯」が好評です。トマムの美しい
森に囲まれたこの露天風呂は、ス
キーやスノーボードで疲れた体を
癒してくれます。体はポカポカ温
かいのに、髪の毛が凍ってしまっ
てもご愛敬。おかげでのぼせにく
く、ゆったりとお湯に浸かること
ができます。

鰹問 アルファリゾート・トマム　　

拶58‐1122

在
の
小
学
３
年
生
以
下
の
児
童

申
込
み
　
１
月
６
日
鰹金 
～
　
日
鰹火 
ま

３１

で
に
こ
ど
も
未
来
課
、
各
学
童
保
育

セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
書
に
よ
り
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
緑
町
・
麻
町
・
東
部
学
童
保
育
セ

ン
タ
ー
は
、
居
住
地
域
に
よ
り
、
入

所
調
整
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

鰹問 
こ
ど
も
未
来
課

　
　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
２
２
３

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
養
成

講
座
受
講
者
募
集

と
　
き
　
２
月
　
日
鰹金 
～
　
日
鰹日 

１０

１２

と
こ
ろ
　
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

８
階
８
２
０
研
修
室
（
札
幌
市
中
央

区
北
２
西
７
）

受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト

代
な
ど
の
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
）

申
込
み
　
１
月
　
日
鰹水 
ま
で
に
所
定

２５

の
申
込
書
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

（
札
幌
市
中
央
区
北
２
条
西
７
丁
目

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
４
階
）

拶
０
１
１
‐
２
５
１
‐
１
５
５
１

市
民
参
加
手

 市
民
参
加
手
続続

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

実
施
結
果

●
火
葬
場
の
料
金
改
定
に
つ
い
て

　
　
月
　
日
か
ら
　
月
５
日
ま
で
、

１１

１５

１２

市
民
の
意
見
を
募
集
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
手
続
を
行
い
ま
し
た
が
、

意
見
の
提
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

鰹問 
市
民
環
境
課

拶
３
９
‐
２
３
０
８

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

縦
覧
手
続
の
実
施
予
告

●
富
良
野
市
森
林
整
備
計
画
（
変

更
）
案
に
つ
い
て

縦
覧
期
間

　
１
月
　
日
鰹金 
～
２
月
　
日
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入場料　

一　　　般  3,500円（当日券4,000円）

演劇工房会員  3,000円 ※会員募集中

小　学　生  1,500円（当日券のみ・要保護者同伴）
※未就学児童のご入場はご遠慮ください。（親子室ありま
す/要予約）

発券窓口
富良野演劇工場、文化会館、ふらの観光協会、しのはら
洋装店、JR北海道（駅みどりの窓口・ツインクルプラザ）

富良野ＧＲＯＵＰ公演 ２０１２冬

マロース
作・演出　　  倉 本　聰
出演　富良野ＧＲＯＵＰ

１月１４日鰹土 ～２９日鰹日 　富良野演劇工場

 開演時間　午後２時　or　午後７時30分
  　　　　　　※来場前に必ず電話で予約ください。

 予約・問合せ　富良野演劇工場　39‐0333



「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・

工作など）を募集しています。自薦・他薦は問いませ

んので、たくさんの応募をお待ちしています。

応募、問い合わせは･･･企画振興課　拶３９‐２３０４

発行/富良野市

編集/総務部企画振興課広聴広報係

〒076-8555 富良野市弥生町1番1号

雑 ３９-２３０４　鯖 ２３-２１２１

富良野市ホームページ
http://www.city.furano.hokkaido.jp/

広報ふらのは再生紙を使用しています

広報ふら広報ふらのの  平成2４年１月号  №６０４

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
　毎週　月曜日～金曜日　午後６時～６時５分放送

まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
　１月７日鰹土 　午前１０時～１０時４５分放送

災害時には、市とラジオふらのとの協定により災害情
報が流されます。

今月のラジオ広報

お知らせ版１月号は　１月１２日鰹木 　
広報ふらの２月号は　２月１日鰹水 　

発行です。

ラジオふらのFM77.1MHｚ
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■１年前の広報（編集後記）で恥ずかしげもな
く２０１１年の自分の目標を発表。みなさんの日頃
の奮闘を少しでも紙面でお伝えできればと「１００
人取材」という目標に。取材し、名前とコメン
トを掲載させていただいた方を集計した結果…
「１１４人」でした。ご協力ありがとうございました。
また、新年もよろしくお願いいたします。（し）

編集

後記

「ボウルバスケット」

石黒 マツエ さん（北の峰町）

今秋、大雨で畑仕事ができ

なかったときに、じっとし

ていられなくて作ったのが

きっかけです。大工仕事の

経験を活かして木材や木の

枝を加工。「世界に一つだ

け」というのがいいんです。

■卯年は、ピョンピョンと跳ね回り、あっとい
う間の１年でした。迎える新年は辰年。私は厄
年（前厄）。「辰」と「厄」の字が似ているのは
さておき、龍のように力強く躍動する１年とな
るか、厄負けして厳しい１年となるか。迷信と
受け流す人もいるようですが、しっかり受け止
め、持ち前のプラス思考で乗り切ります！（う）


